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総務費
4億5,534万円
（13.3％）

議会費 5,857万円（1.7％）

　　民生費
8億9,214万円
　　（26.0％）

衛生費
2億4,190万円（7.1％）

労働費
1,418万円（0.4％）

商工費
9,733万円（2.8％）

消防費
2億2,133万円
      （6.5％）

    公債費
4億398万円
     （11.8％）

農林水産業費
2億7,032万円
　　 （7.9％）

土木費
4億1,178万円
　　 （12.0％）

教育費
3億5,809万円
　　（10.4％）

町債として借りた
お金の返済など

予防接種・検診・ゴミ処理
などにかかるお金

道路や河川の
整備・維持に
かかるお金

人件費や戸籍業務
町デマンド交通などに
かかるお金

農業基盤整備や
農林漁業振興
などにかかるお金

商業・工業や
観光振興などに
かかるお金

高齢者・障がい者
福祉や保育園・
児童手当などに
かかるお金

給食や、小・中学校
スポーツ施設の
維持管理などに
かかるお金

予備費 500万円（0.1％）

町 税
4億2,285万円
（12.3％）

繰入金
3億3,776万円
（9.8％）

繰越金
3,000万円（0.9％）

諸収入
5,166万円（1.5％）

その他 8,738万円（2.5％）

地方譲与税 3,433万円（1.0％）

地方消費税交付金
1億940万円（3.2％）

 町債
  1億7,160万円
　　 （5.0％）

  国庫支出金  
2億9，155万円
　　（8.5％）

県支出金
4億47万円
　（11.7％）

地方交付税
14億9,300万円
　　 （43.5％）

自主財源で集めたお金
使用料・手数料・寄付金等

9億680万円
（26.4％）

依存財源
国・県・借入金に
頼ったお金

25億2,319万円
（73.6％）

町民税、
固定資産税
その他の税など

令和４年度の決算で
繰り越されたお金

貸付金元利・雑入など

国・県からの
補助金など

国や銀行から
借りるお金

行政の格差を
なくすための
国が交付するお金

「未来へつなぐ  子育て応援宣言のまち」
 3月定例会（会期3月10日～17日（8日間））

令和5年度
当初予算

歳 出
34億
3,000万円

歳 入
34億
3,000万円

一般会計一般会計

特別会計
会計名 令和５年度 令和４年度 対前年度増減額 増減率

国 民 健 康 保 険 事 業 4億9,470万円 5億 840万円 ▲1,370万円 ▲2.7%
介 護 保 険 事 業 6億3,500万円 6億5,700万円 ▲2,200万円 ▲3.3%
後 期 高 齢 者 医 療 6,590万円 6,620万円 ▲30万円 ▲0.5%
簡 易 水 道 事 業 1億7,240万円 2億3,130万円 ▲5,890万円 ▲25.5%
特定地域生活排水処理事業 1,200万円 1,220万円 ▲20万円 ▲1.6%
農 業 集 落 排 水 事 業 9,920万円 9,970万円 ▲50万円 ▲0.5%
下 水 道 事 業 2億3,400万円 3億1,690万円 ▲8,290万円 ▲26.2%
住 宅 用 地 造 成 事 業 1,680万円 3,700万円 ▲2,020万円 ▲54.6%

合　      　計 17億3,000万円 19億2,870万円 ▲1億9,870万円 ▲10.3%

（▲は減額）

令和５年度当初予算合計は 51億 6,000万円

一般会計 34億3,000万円 （前年度比 0.9％ 3,000万円増）

（前年度比 ▲10.3％ 1億9,870万円減）特別会計 17億3,000万円

※万円未満切り捨てのため、合計と一致しません。

（前年度比▲3.2％  1億6,870万円減）
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第２期『出雲崎町まち・ひと・しごと創 生総合戦略』を着実に実行第２期『出雲崎町まち・ひと・しごと創 生総合戦略』を着実に実行
「いままでも､これからも､  住み続けたい 関わりたい「いままでも､これからも､  住み続けたい 関わりたい
　　　　　 帰ってきたい  出雲崎」の実現に向けて！　　　　　 帰ってきたい  出雲崎」の実現に向けて！

健やかに笑顔で暮らせるまちづくり

安全で安心に暮らせるまちづくり

地域資源・特性を生かした魅力と活力あるまちづくり
多様な人が関わり、にぎわいが持続できるまちづくり

夢を育み、誇りある歴史、文化を継承するまちづくり

令和５年度の最重点施策

●未来へつなぐ子育て応援宣言事業… ………………………… 251万円
本町の子育てモデルを見える化し、持続可能な町づくり、地域ぐるみで子育てを支え
る町づくりを推進する

●きらりの森整備工事… ………………………………………… 716万円
多世代交流館を中心としたエリアに、第１弾として里山アスレチック広場を整備

●町幸せを運ぶコウノトリ祝金… ……………………………… 840万円
安心して子どもを産み育てる環境を支援するため、出産準備金と出産祝金を支給する 

●団地販売促進業務委託料… …………………………………… 297万円
やまや団地第２期の宅地分譲を促進するため、広告媒体等を通じてPRを行う

●町地球温暖化対策実行計画策定業務委託料… ……………… 990万円
2050年の脱炭素社会の実現に向け、再生可能エネルギー導入戦略及び町地球温暖化対
策実行計画を策定する

●犯罪被害者等見舞金… …………………………………………… 40万円
  刑法等に規定する犯罪行為により被害に遭われた本人やその遺族に見舞金を支給する

●被服費… ………………………………………………………… 440万円
消防団活動服を高視認性かつ新基準のものに全団員分更新する

●町電気柵設置支援事業補助金… ……………………………… 150万円
農作物被害等を防止するために個人又は団体が設置する電気柵の費用に対し、補助金
を交付する

●出雲崎まんぷくまつり事業補助金… ………………………… 309万円
「出雲崎の輝き」を使った「食」をメインテーマとしたイベントを実施し、町の魅力度
向上と交流人口増加を図る

●農業法人組織検討会委員報償… ………………………………… 30万円
農地の維持が困難になっているため、町の地域性にあった農業法人の設立に向けて取
り組みを進める

●町地域のにぎわい創出事業補助金… …………………………… 50万円
町民等で構成する団体に対し、町の特性を生かした地域のにぎわいを創出する事業等
の費用の一部を補助する

●姉妹都市交流町民号実施業務委託料… ……………………… 215万円
柳津町との姉妹都市交流町民号を実施し、交流を図るとともに、鉄道利用の促進を図る

●地域おこし協力隊活動費… ………………………………… 1,536万円
 地域おこし協力隊制度を活用し、地域の魅力を掘り起し、地域を活性化する取組

●地域部活動運営費支援事業補助金… ………………………… 472万円
令和５年度から休日の部活動が地域に移行されることに伴い、実施団体に運営費等の補助をする

●いずもざきマラソン ’23実行委員会活動費補助金… ……… 300万円
町道・林道をマラソンコースに設定し、マラソン大会を運営する実行委員会に対し、
運営費等を補助する

●公設学習塾事業費… …………………………………………… 628万円
子どもたちの学習意欲の向上と目標達成に向けた支援

❶子育て・教育への取り組み
　・�「幸せを運ぶコウノトリ祝金」等の子育て支援策を継続して実施する
　・�「未来へつなぐ子育て応援宣言のまち」を提唱し、地域ぐるみで子育てを支える持続可
能なまちづくりを推進する

　・�多世代交流館を中心としたエリアに里山アスレチック広場「きらりの森」を整備し、
子育て環境を充実させ、子育て世代の満足度向上を図る

❷移住・定住人口増加に向けた取り組み
　　・�第２期やまや団地の宅地分譲を促進し、様々な媒体でPRを行い、若い世代を含めた

移住、定住人口の増加を目指す

❸にぎわい創出に向けた取り組み
　・�町民がイベント運営に参画する各種イベントの開催を支援する
　・�「出雲崎まんぷくまつり」「いずもざきマラソン’23」の開催費用を補助し、多くの方
から出雲崎にお越しいただき、町民との交流を通して町のにぎわいを創出するイベン
トの開催を支援する

施政方針とは、政治を行うときの目的・方向・理念など

施政方
針

きらりの森
構想図
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令和５年度一般会計・特別会計は予算審査特別委員会
に付託され、審議の結果、全会一致で可決しました。
委員会での主な質疑内容を掲載します。

ここが
聞きたい!!

髙桑 佳子 委員長

予 算 審 査
特 別 委 員 会

３月定例会
加
藤
議
員

空
調
設
備
は
前
と
同

じ
仕
様
か
。
環
境
に
配
慮
し
て
セ

パ
レ
ー
ト
タ
イ
プ
は
検
討
し
た
か
。

保
健
福
祉
課
長

検
討
は
し
た
が
、

事
業
費
が
か
か
る
た
め
同
様
の
タ

イ
プ
で
更
新
し
た
い
。

仙
海
議
員

資
料
の
図
面
等
か
ら

見
て
、
現
実
的
に
こ
う
し
た
整
備

が
可
能
だ
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
か
。

こ
ど
も
未
来
室
長

中
央
公
民
館
エ

リ
ア
周
辺
を
一
体
的
に
児
童
遊
園

の
集
約
化
を
念
頭
に
置
き
、
複
数

年
か
け
て
整
備
す
る
計
画
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
検
討
を
進
め
て
予
算
化

し
た
な
か
で
具
体
的
に
整
備
を
し

て
い
く
。

小
黒
議
員

骨
髄
の
移
植
以
外
に

対
象
に
な
る
の
は
何
か
、
ま
た
、

ド
ナ
ー
に
決
ま
る
前
に
様
々
な
検

査
が
必
要
だ
が
、
対
象
と
な
る
か
。

保
健
福
祉
課
長

骨
髄
と
末
梢
血
管

細
胞
の
移
植
が
対
象
で
、
骨
髄
バ

ン
ク
が
認
め
る
ド
ナ
ー
決
定
前
の

検
査
の
為
の
通
院
入
院
等
も
対
象

に
な
る
。
他
の
ケ
ー
ス
を
参
考
に

し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

仙
海
議
員
・
島
議
員

令
和
４
年
度

は
ど
の
程
度
の
利
用
者
、
商
品
券

獲
得
者
が
あ
っ
た
か
。
年
度
途
中

の
登
録
が
出
来
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

教
育
課
長

５
年
度
か
ら
は
拡
充

し
、
詳
細
は
検
討
し
た
が
、
年
度

途
中
で
も
加
入
で
き
、
使
い
や
す

い
事
業
に
し
て
い
き
た
い
。

加
藤
議
員
・
小
黒
議
員

新
規
に
町
単

独
の
事
業
で
大
変
良
い
と
思
う
が
、

維
持
管
理
に
金
も
手
間
も
か
か
る
。

他
に
カ
ラ
ー
テ
ー
プ
や
防
獣
ネ
ッ

ト
等
の
他
の
対
策
が
あ
り
、
安
価

で
手
軽
な
方
法
も
試
し
て
み
て
は

ど
う
か
。

産
業
観
光
課
長

鳥
獣
被
害
防
止
対

策
協
議
会
等
で
、
試
験
的
に
や
っ

て
み
る
こ
と
も
可
能
で
、
今
後
検

討
し
た
い
。

仙
海
議
員

学
校
視
察
の
際
、
か

な
り
古
く
傷
ん
で
い
た
が
塗
装
で

間
に
合
う
の
か
。

教
育
課
長

台
そ
の
も
の
を
交
換

す
る
こ
と
も
検
討
し
た
が
、
大
き

な
工
事
で
費
用
も
か
か
る
た
め
、

今
回
は
修
繕
を
含
め
た
塗
装
工
事

を
実
施
し
た
い
。

石
川
議
員

商
工
会
員
数
の
減
少

に
よ
る
職
員
減
に
よ
る
も
の
と
説

明
が
あ
っ
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
組

織
の
積
立
や
内
部
留
保
、
会
費
の

値
上
げ
で
対
応
す
べ
き
部
分
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
拡
充
の
根
拠
は

な
に
か
。

産
業
観
光
課
長

商
工
会
自
主
財
源

を
検
討
し
た
結
果
、
商
工
会
の
会

員
か
ら
の
強
い
要
望
が
あ
っ
た
。

今
後
も
従
来
通
り
経
営
指
導
員
を

中
心
と
し
た
町
の
商
工
振
興
に
尽

力
し
て
も
ら
う
た
め
、
補
助
を
拡

充
し
た
。

仙
海
議
員

若
い
消
防
団
員
の
中

に
は
、
オ
ー
ト
マ
限
定
免
許
の
方

も
増
え
て
い
る
。
オ
ー
ト
マ
限
定

を
解
除
す
る
た
め
の
補
助
も
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長

最
高
幹
部
会
議
で
検

討
し
、
分
団
に
ど
の
程
度
該
当
者

が
い
る
か
確
認
し
て
い
る
。
消
防

車
の
更
新
時
は
オ
ー
ト
マ
で
更
新

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

宮
下
議
員

住
宅
施
策
関
連
は
、

何
が
ど
う
該
当
す
る
の
か
分
か
り

に
く
い
が
、
改
善
で
き
な
い
か
。

建
設
課
長

春
先
に
案
内
を
回
覧

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
い

る
が
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
よ
う

工
夫
し
た
い
。

仙
海
議
員

「
秋
の
食
合
戦
」
と

は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
に
な
る
か
。

産
業
観
光
課
長

年
３
回
の
開
催
予

定
。
秋
の
開
催
は
趣
向
を
変
え
10

月
1
日
に
開
催
さ
れ
る
「
満
腹
ま

つ
り
」
で
、「
い
ず
も
ざ
き
の
輝

き
」
に
出
店
業
者
か
ら
上
物
の
具

材
を
考
え
、
丼
も
の
を
提
供
し
て

も
ら
い
、
約
３
ヶ
月
間
の
秋
の
食

合
戦
で
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ー
ド
パ
ス

を
使
っ
て
、
そ
れ
を
提
供
店
で
食

べ
て
も
ら
う
企
画
で
あ
る
。

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

空
調
設
備
等
更
新
工
事
4,466万円

き
ら
り
の
森
整
備
工
事

716万円

町
骨
髄
等
移
植
ド
ナ
ー

　
　

支
援
事
業
助
成
金

14万円

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康

 

マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
特
典
70万円

電
気
柵
設
置
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　

補
助
金

150万円

中
学
校
理
科
室
実
験
台

�

塗
装
工
事
81.8万円

町
商
工
会

　
　
　

運
営
費
補
助
金

750万円

消
防
団
員
補
助
及
び　

　
　
　
　
　
　

 

助
成
金
396.3万円

町
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

　
　
　

 　

助
成
金  

他

787.6万円

美
食
め
ぐ
り

　

実
行
委
員
会
負
担
金

536.5万円

小
黒
議
員
・
石
川
議
員

ど
の
よ
う
な

増
設
を
す
る
か
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
は
さ
れ
る
の
か
。
要
望
を
し
っ

か
り
伝
え
て
検
討
し
て
欲
し
い
。

総
務
課
長

庁
舎
が
古
く
て
狭
く

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
な
い
た
め
、
そ

の
改
善
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
む
け

て
、
ま
ず
、
ど
の
よ
う
な
形
が
良

い
か
提
案
を
い
た
だ
く
も
の
で
あ

る
。仙

海
議
員

返
礼
品
目
を
増
や
す

と
い
う
話
が
あ
っ
た
が
、
商
品
開

発
と
な
る
と
時
間
が
か
か
る
。
他

町
村
で
み
ら
れ
る
、「
感
謝
券
」

等
を
返
礼
品
と
し
て
検
討
で
き
な

い
か
。
ま
た
現
行
の
Ｈ
Ｐ
で
は

個
々
の
事
業
者
が
自
社
商
品
を
あ

げ
て
お
り
、
統
一
性
が
な
い
。
改

善
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
検

討
す
る
た
め
委
託
費
を
計
上
し
て

い
る
が
、「
感
謝
券
」
等
も
含
め

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

宮
下
議
員

昨
年
度
比
で
400
万
円

を
超
え
る
減
額
理
由
は
な
に
か

総
務
課
長

令
和
４
年
度
か
ら
福

祉
タ
ク
シ
ー
券
の
上
限
を
増
額
し

た
こ
と
に
よ
り
、
タ
ク
シ
ー
の
利

用
が
増
え
た
た
め
で
あ
る
。

小
黒
議
員

従
来
の
地
域
づ
く
り

推
進
事
業
を
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
に

分
け
た
と
の
こ
と
だ
が
、
２
年
間

で
１
団
体
１
事
業
の
み
と
い
う
条

件
は
そ
の
ま
ま
同
様
か
。

総
務
課
長

わ
か
り
や
す
く
分
け

た
も
の
で
、
条
件
は
同
様
で
あ
る
。

加
藤
議
員

教
室
で
教
え
る
内
容

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
初
心
者

レ
ベ
ル
で
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
身
近
な

も
の
を
継
続
し
て
教
え
て
も
ら
う

方
が
効
果
的
と
考
え
る
が
。

総
務
課
長

今
回
は
複
数
の
講
師

が
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
る
の
で
、

こ
ち
ら
の
希
望
を
伝
え
て
い
き
た

い
。仙

海
議
員

Ｈ
Ｐ
に
ア
カ
ウ
ン
ト

が
載
っ
て
お
ら
ず
、
登
録
し
に
く

い
た
め
改
善
を
望
む
。
必
要
な
情

報
を
い
ち
早
く
発
信
し
、
エ
リ
ア

メ
ー
ル
と
違
っ
て
、
町
外
に
い
て

も
町
の
情
報
を
受
け
取
れ
る
こ
と

を
広
報
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長

早
急
に
ア
カ
ウ
ン
ト

を
載
せ
る
よ
う
対
応
し
、
他
の
情

報
も
細
か
く
発
信
で
き
る
よ
う
調

整
す
る
。

宮
下
議
員

ど
の
程
度
の
緊
急
安

全
措
置
を
想
定
し
て
い
る
か
。

総
務
課
長

倒
壊
被
害
を
防
ぐ
緑

の
ネ
ッ
ト
２
棟
分
で
あ
る
。
ま
ず

は
持
ち
主
・
相
続
を
確
認
す
る

が
、
見
通
し
が
厳
し
く
近
隣
住
民

の
危
険
が
差
し
迫
れ
ば
、
行
政
代

執
行
も
あ
り
う
る
。

高
橋
議
員

対
象
と
な
る
犯
罪
は

個
々
に
違
い
、
被
害
も
様
々
だ
が

程
度
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
判

断
す
る
か
。

総
務
課
長

近
隣
市
町
村
で
は
、

す
で
に
行
な
っ
て
い
る
事
業
で
、

そ
う
い
っ
た
案
件
が
あ
っ
た
ら
、

近
隣
の
事
例
を
参
考
に
柔
軟
に
対

応
し
た
い
。

小
黒
議
員

旧
消
防
庁
舎
の
解
体

で
あ
る
が
、
工
事
費
が
坪
あ
た
り

17
万
3
千
円
で
、
高
す
ぎ
る
と
思

う
が
、
理
由
は
何
か
。

総
務
課
長

外
壁
と
内
壁
を
調
べ

た
と
こ
ろ
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
混
入

が
確
認
さ

れ
、
そ
の

処
理
に
多

額
の
費
用

が
か
か
る

た
め
高
額

に
な
っ
た
。

役
場
庁
舎
増
設
工
事

　
　

検
討
業
務
委
託
料

33万円

ふ
る
さ
と
納
税

　
　
　
　
　

寄
附
謝
礼

750万円

町
デ
マ
ン
ド
交
通

　
　
　

運
行
費
補
助
金

1,343万円

地
域
の
に
ぎ
わ
い

　
　

創
出
事
業
補
助
金

50万円

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

　
　
　
　
　

講
師
報
酬

90万円

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

　
　

シ
ス
テ
ム
利
用
料

105.6万円

空
家
等
再
生
活
用

　
　

支
援
事
業
補
助
金

30万円

犯
罪
被
害
者
等
見
舞
金

40万円

役
場
庁
舎
多
目
的
棟

　
　
　
　
　

減
築
工
事

520万円役場庁舎多目的棟減築工事

当
初
予
算
目
玉
事
業

当
初
予
算
目
玉
事
業

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会

補
正
予
算
質
疑

補
正
予
算
質
疑

一
般
質
問

一
般
質
問

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

行
政
視
察

行
政
視
察

議
会
サ
ロ
ン

議
会
サ
ロ
ン

政
務
活
動
費
報
告

政
務
活
動
費
報
告
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予
算
審
査

特
別
委
員
会

令
和
４
年
度
予
算

予
算
審
査

特
別
委
員
会

令
和
４
年
度
予
算



定 例 会教えて

今回は神条地内だよ。
皆さんの土地の正しい位置や形、
面積などを明らかにするための
調査なんだ。

地籍調査ってどこをやるの

令和４年度は見込みより
1,000万円寄附額が少なかったんだ。
３月末時点での、寄附額は1,665万4千円で、
件数は434件だったよ。

ふるさと出雲崎応援基金積立減
▲1,000万円って

可決した補正予算 ▲は減額

主な歳入

主な歳入

主な歳入

主な歳出

主な歳出

主な歳出

・出産・子育て応援交付金 … ……………………132万円
・新型コロナウイルス感染症対応
　　地方創生臨時交付金追加 ������� 1,662万円
・地方交付税普通分追加 ���������� 566万円

・出産・子育て応援交付金 ��������� 165万円
・燃料購入費等助成事業交付金追加 ���� 2,000万円

・地方交付税普通分追加 … ……………………1,794万円

・町民税 … ………………………………………1,200万円
・新型コロナウイルス感染症対応
　　地方創生臨時交付金減 … …………………▲992万円
・地方交付税普通分追加 … ……………………2,488万円
・財政調整基金繰入金減 … …………………▲9,264万円
・ふるさと納税寄附金減 … …………………▲1,000万円

・給湯系統膨張タンク交換工事（ふれあいの里） ……129万円
・風呂湯張り混合水栓交換工事（ふれあいの里） …… 71万円
・除雪委託料追加 … ……………………………1,330万円

・公共用施設維持補修基金積立 … ………………860万円
・まち周遊イベント補助金減 … ………………▲117万円
・ウィズコロナ宴席利用促進支援金減 … ……▲560万円
・町民野球場整備工事 … …………………………129万円
・地籍調査業務委託料 … ………………………1,000万円
・町デマンド交通運行費補助金減 … …………▲403万円

会　　　　　計 補正額 補正後の予算額
令 和 4 年 度 一 般 会 計（第８号）（専決） 2,429万9千円 37億4,947万円
令 和 4 年 度 一 般 会 計（第９号）（専決） 1,794万3千円 37億6,741万3千円
令 和 4 年 度 一 般 会 計 （第10号） ▲9,137万1千円 36億7,604万2千円

特 

別 

会 

計

国 民 健 康 保 険 事 業（第３号） 730万1千円 5億4,020万2千円
介 護 保 険 事 業（第２号） ▲281万8千円 6億8,919万7千円
簡 易 水 道 事 業（第４号） ▲1,959万6千円 2億1,553万2千円
下 水 道 事 業（第４号） ▲354万0千円 3億626万3千円
住 宅 用 地 造 成 事 業（第１号） ▲1,654万2千円 2,045万8千円

３ 月 定 例 会 議案28件を可決・承認
会期／3月10日～17日（8日間）

陳　情

陳情第15号

陳情第16号

陳情第２号

｢ 子どもの黙食緩和を求める陳情 ｣ 全会一致で不採択

全会一致で不採択

全会一致で不採択

｢ マスク着用・非着用による差別や誹謗中傷をなくす取組に関する陳情 ｣

｢ 核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書の提出に関する陳情 ｣

小
黒
議
員

ど
の
く
ら
い
の
利
用

が
あ
り
、
経
済
効
果
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
。

産
業
観
光
課
長

７
月
１
日
～
10
月

31
日
ま
で
実
施
し
、
122
団
体
、
１

１
１
３
人
が
利
用
し
た
。

　

14
店
舗
で
利
用
で
き
て
、
合
わ

せ
て
850
万
～
900
万
の
効
果
が
あ
っ

た
。仙

海
議
員

東
京
圏
か
ら
の
移
住

者
に
対
す
る
事
業
で
全
額
減
額
さ

れ
て
い
る
が
、
町
は
ど
の
よ
う
な

Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

現
在
は
行
っ
て
い
な

い
。
今
年
度
は
子
育
て
応
援
宣
言

を
行
う
こ
と
に
伴
い
、
Ｐ
Ｒ
を
し

て
い
く
。

高
橋
議
員

減
額
の
理
由
は
何
か
。

産
業
観
光
課
長

魚
箱
、
氷
代
に
関

す
る
補
助
で
、
実
績
に
応
じ
た
金

額
を
補
助
す
る
た
め
に
減
額
と

な
っ
た
。

高
橋
議
員

委
託
料
で
の
減
額
だ

が
理
由
は
何
か
。

教
育
課
長

委
託
業
者
を
決
め
る

入
札
を
行
い
、
そ
の
差
額
で
減
額

が
生
じ
た
。

仙
海
議
員

ど
の
よ
う
な
整
備
を

行
う
の
か
。
年
度
内
に
工
事
は
完

了
す
る
か
。

教
育
課
長

マ
ウ
ン
ド
や
塁
間
を

含
む
内
野
の
整
備
を
行
い
、
工
事

は
年
度
内
に
完
了
す
る
。

仙
海
議
員

減
額
の
理
由
は
何
か
。

教
育
課
長

72
人
が
利
用
し
て
い

る
。
当
初
の
予
算
組
み
後
に
、
バ

ス
か
ら
電
車
な
ど
に
変
更
に
な
っ

た
り
し
た
た
め
、
見
込
み
よ
り
減

額
に
な
っ
た
。

小
黒
議
員

川
西
の
取
水
施
設
工

事
の
減
額
だ
が
、
資
材
高
騰
の
中

で
ど
の
よ
う
な
要
因
で
減
額
に

な
っ
た
の
か
。

建
設
課
長

余
裕
を
持
っ
て
予
算

を
組
ん
で
い
る
の
で
減
額
に
な
っ

た
。

　

土
木
工
事
、
水
道
施
設
工
事
、

機
械
電
気
設
備
工
事
に
分
か
れ
て

い
る
が
、
機
械
電
気
設
備
工
事
の

減
額
が
４
５
０
万
円
と
、
大
き
く

な
っ
て
い
る
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
宴
席

�

利
用
促
進
支
援
金
減
▲560万円

移
住
支
援
金
事
業

�

支
援
金
減
▲160万円

漁
業
者
経
営
支
援
事
業

�

補
助
金
減
▲123万円

船
絵
馬
複
製
作
製

�

業
務
委
託
料
減
▲61万円

町
民
野
球
場
整
備
工
事

129万円

町
高
校
生
通
学
費
助
成

▲70万円

取
水
工
事
減

▲600万円
川西浄水場

船絵馬

一般会計補正予算（第８号・専決）

一般会計補正予算（第９号・専決）

一般会計補正予算（第10号）

補
正
予
算
質
疑

３月10日

主
な
も
の
か
ら
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
（
▲
は
減
額
）

整備された野球場

当
初
予
算
目
玉
事
業

当
初
予
算
目
玉
事
業

予
算
審
査

特
別
委
員
会

予
算
審
査

特
別
委
員
会

補
正
予
算
質
疑

一
般
質
問

一
般
質
問

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

行
政
視
察

行
政
視
察

議
会
サ
ロ
ン

議
会
サ
ロ
ン

政
務
活
動
費
報
告

政
務
活
動
費
報
告
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補
正
予
算
質
疑

３
月
定
例
会

令
和
４
年
度
予
算

３
月
定
例
会

令
和
４
年
度
予
算



※一般質問の原稿は、それぞれの質問者が作成しています。

３月定例会の録画中継はこちらからご覧いただけます➡

出雲崎町議会
YouTube チャンネル

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問 ～町政を問う～～町政を問う～～町政を問う～

質問項目

詳細は14ページ

１．子育て応援宣言に
ついて

仙海直樹 議員4

質問項目

詳細は15ページ

１．中学校における部
活動の地域移行に
ついて

5

質問項目

詳細は16ページ

１．ふるさと納税関係
について

中野勝正 議員6

質問項目

詳細は11ページ

１．良寛の事業停止に
よる影響について

小黒博泰 議員1

質問項目

詳細は12ページ

１．次期町長選挙出馬
について

石川　豊 議員2

質問項目

詳細は13ページ

１．町家オフィス誘致
事業について

２．新規住宅団地造成
でなぜ当町では公
園緑地がないのか

高橋速円 議員3

質問項目

詳細は17ページ

１．町主導でオンライン
診療の普及促進を

２．高齢者・一人暮らし
の方への見守り強化を

髙桑佳子 議員7

お　ぐろ ひろ やす

せん かい なお　き なか   の   かつ  まさ たか くわ  よし   こ

島 明日香 議員
しま　  あ す か

いし かわ　　  ゆたか たか はし  そく えん

 Q&A㈱良寛の事業停止による影響は
「出雲崎の輝き」に影響がないよう
対応する

町長

小黒 博泰 議員

小
黒

 

２
月
７
日
、
地
元
は

も
と
よ
り
町
外
で
も
愛
着
の

あ
っ
た
良
寛
牛
乳
が
消
え
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

学
校
給
食
に
も
多
く
提
供
さ

れ
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

と
し
て
も
好
評
で
、
昨
年
の
船

ま
つ
り
で
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

「
出
雲
崎
競
飲
」
牛
乳
の
早
飲

み
大
会
は
大
好
評
で
あ
っ
た
。

　

当
町
に
お
い
て
70
年
以
上
続

い
た
企
業
が
無
く
な
り
、
様
々

な
影
響
が
及
ぶ
こ
と
は
現
実
と

し
て
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
今
後
の
対
応
も
早
急

に
行
う
べ
き
と
考
え
る
。
町
に

及
ぼ
す
影
響
と
し
て
何
が
考
え

ら
れ
る
か
。

町
に
及
ぼ
す
影
響
は

�

何
が
考
え
ら
れ
る
か

町
へ
の
影
響
は
３
つ

町
長

 

良
寛
が
事
業
停
止
を

受
け
、
愛
着
の
あ
る
商
品
が
無

く
な
る
こ
と
は
大
変
残
念
に
思

う
。
一
刻
も
早
く
関
係
す
る
方

へ
の
影
響
を
解
消
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
町
へ
の
影
響
は
３

つ
ほ
ど
あ
る
と
思
う
。

　

１
つ
目
は
、
牛
乳
を
使
用
し

た
コ
ー
ヒ
ー
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、

ア
イ
ス
な
ど
ブ
ラ
ン
ド
の
看
板

商
品
が
無
く
な
る
こ
と
は
、
観

光
や
い
ろ
ん
な
面
で
憂
慮
し
て

い
る
。

　

２
つ
目
は
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー

運
営
の
行
方
が
利
用
す
る
酪
農

家
の
経
営
の
負
担
増
に
つ
な
が

る
こ
と
も
懸
念
し
て
い
る
。

　
３
つ
目
は
、「
出
雲
崎
の
輝
き
」

有
機
米
を
栽
培
す
る
農
家
の
皆

さ
ん
が
堆
肥
を
購
入
し
て
い
る
。

堆
肥
セ
ン
タ
ー
が
利
用
で
き
な

く
な
っ
た
場
合
、
ほ
か
の
施
設

か
ら
購
入
す
る
と
な
る
と
、
運

搬
費
な
ど
い
ろ
ん
な
経
費
が
嵩

み
、
農
家
へ
の
負
担
が
増
大
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

今
後
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
処

理
が
ど
の
よ
う
に
な
る
か
注
意

深
く
見
守
り
な
が
ら
対
応
し
た

い
と
考
え
る
。

小
黒

 

堆
肥
セ
ン
タ
ー
が
使

用
で
き
な
く
な
る
こ
と
で
、
特

別
栽
培
米
「
出
雲
崎
の
輝
き
」

や
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
も
み
殻

処
理
に
も
影
響
が
あ
る
。
早
期

解
決
す
れ
ば
問
題
は
な
い
が
、

長
期
化
し
た
場
合
の
対
応
は
。

状
況
を
見
極
め
な
が
ら

�

十
分
対
応
す
る

町
長

 

現
在
は
管
財
人
の
手

に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
。
今
後

内
覧
会
が
実
施
さ
れ
入
札
が
行

わ
れ
る
予
定
で
、
今
の
段
階
で

は
残
念
な
が
ら
そ
の
結
果
を
待

つ
と
い
う
状
況
で
あ
る
。「
出

雲
崎
の
輝
き
」
等
を
生
産
さ
れ

る
農
家
の
皆
さ
ん
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
し
っ
か

り
と
見
極
め
な
が
ら
十
分
対
応

す
る
。

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
行
方
が

�

重
要

小
黒

 
堆
肥
セ
ン
タ
ー
が
使

用
で
き
な
く
な
り
、
他
施
設
か

ら
堆
肥
を
運
搬
す
れ
ば
経
費
が

嵩
み
農
家
負
担
が
増
え
る
。
県

認
証
の
栽
培
要
件
の
一
つ
で
あ

る
、「
土
づ
く
り
は
牛
ふ
ん
堆

肥
を
施
用
」
の
変
更
の
考
え
は
。

考
え
て
い
な
い

町
長

 

ふ
る
さ
と
納
税
の
品

目
と
し
て
「
出
雲
崎
の
輝
き
」

は
主
力
を
占
め
て
い
る
。
町
の

ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て
登
録
し
た

以
上
は
、
こ
れ
を
堅
持
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
影
響
が
出
る

な
ら
ば
、
町
と
し
て
最
善
の
対

応
を
す
べ
き
と
考
え
る
。
土
づ

く
り
は
、
町
の
基
本
方
針
と
し

て
で
き
る
限
り
応
援
を
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

小
黒

 

町
の
環
境
保
全
型
農

業
推
進
方
針
の
中
に
、
耕
畜
連

携
の
推
進
等
を
う
た
っ
て
あ
る
。

酪
農
家
が
１
件
に
な
ろ
う
と
も

施
設
を
守
れ
る
方
向
で
町
と
し

て
、
で
き
る
だ
け
の
力
を
注
い

で
い
た
だ
き
た
い
。

「
出
雲
崎
の
輝
き
」
の

�

栽
培
要
件
の
変
更
は

（株）良寛本社工場

堆肥センター

当
初
予
算
目
玉
事
業

当
初
予
算
目
玉
事
業

予
算
審
査

特
別
委
員
会

予
算
審
査

特
別
委
員
会

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会

補
正
予
算
質
疑

補
正
予
算
質
疑

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

行
政
視
察

行
政
視
察

議
会
サ
ロ
ン

議
会
サ
ロ
ン

政
務
活
動
費
報
告

政
務
活
動
費
報
告
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Q&Aサテライトオフィス事業は
どうなっているのか？

民間活力を活かして取り組む町長

高橋 速円 議員

高
橋

 

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
事
業
は
全
く
手
つ
か
ず
の
ま

ま
終
わ
る
の
か
？

　

総
合
戦
略
に
掲
げ
て
い
る
こ

の
事
業
は
毎
年
な
に
も
な
い
ま

ま
推
移
し
、
本
年
度
の
予
算
に

も
い
ま
ま
で
と
同
じ
く
計
上
さ

れ
て
い
な
い
。
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

適
当
な
物
件
が
な
い

町
長

 

現
在
町
所
有
の
建
物

で
整
備
で
き
る
物
件
が
な
い
。

安
価
な
改
修
費
用
で
オ
フ
ィ
ス

と
し
て
利
用
可
能
な
物
件
が
あ

れ
ば
検
討
す
る
。

　

民
間
の
お
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
取
り
組
み
た
い
。

令
和
２
年
度
か
ら
の

　
総
合
戦
略
は

�

令
和
６
年
度
で
終
わ
る

高
橋

 

総
合
戦
略
に
事
業
の

痕
跡
を
残
す
必
要
が
あ
る
。

　

意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

新
年
度
施
政
方
針
で
着
実
に
総

合
戦
略
に
取
り
組
む
、
と
表
明

さ
れ
た
。
慎
重
に
見
極
め
る
、

と
言
わ
れ
る
と
残
念
だ
。

町
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
、

�

が
問
題
だ

町
長

 

他
の
市
町
村
で
は
施

設
を
造
っ
て
も
入
り
手
が
な
く

空
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

出
雲
崎
で
は
定
住
し
て
い
た
だ

き
な
が
ら
働
く
場
を
確
保
す
る

と
い
う
こ
と
が
大
事
だ
。

　
怠
慢
で
は
な
い
か

R352に近い第２期やまや団地の造成が進んでいます

Q&A− 次期町長選挙 −
　　　出馬意向の有無は ?

去就については明言を避け、
意思表明はしかるべき時期に行う

町長

石川 　豊 議員

　

こ
れ
は
家
庭
内
で
も
似
た
よ

う
な
も
の
で
、
い
ず
れ
は
到
来

す
る
家
長
の
実
権
・
地
位
を
ど

う
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
次
世
代

に
明
け
渡
す
の
か
、
死
ぬ
と
き

か
多
少
な
り
と
も
余
力
が
残
っ

て
い
る
と
き
か
、
そ
こ
が
問
題

で
あ
る
。

　

去
就
に
つ
い
て
は
、
町
長
本

人
や
後
援
会
関
係
者
に
委
ね
る

こ
と
に
な
る
が
、
高
齢
を
機
に

勇
退
に
つ
い
て
、
熟
慮
断
行
さ

れ
る
こ
と
に
期
待
を
申
し
上
げ

る
。

石
川

 

来
年
の
１
月
に
は
次

期
町
長
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い

る
が
、
３
月
１
日
付
新
潟
日
報

の
報
道
に
今
も
そ
の
考
え
に
変

わ
り
な
い
か
伺
う
。

町
長

 

町
民
や
議
会
の
考
え

を
し
っ
か
り
受
け
止
め
な
が
ら

判
断
し
て
い
き
た
い
の
で
、
ま

だ
申
し
上
げ
る
段
階
で
は
な
い
。

石
川

 

後
援
会
等
々
関
係
者

と
の
相
談
も
あ
ろ
う
か
と
思
う

が
、
お
お
よ
そ
い
つ
頃
か
伺
う
。

意
思
表
明
は

�

し
か
る
べ
き
時
期
に
行
う

町
長

 

出
馬
の
時
期
、
去
就

の
時
期
を
い
か
に
定
め
る
か
に

つ
い
て
、
町
の
課
題
へ
の
対
応

と
と
も
に
今
地
方
統
一
選
挙
を

控
え
て
、
そ
れ
に
全
力
投
球
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
か
る
べ

き
時
期
に
自
ら
の
決
断
を
下
す

考
え
で
あ
る
。

次
期
町
長
選
挙
の

�

出
馬
意
向
の
有
無
は

意
思
表
明
は
い
つ
頃
か
？

石
川

 

幾
多
の
修
羅
場
を
く

ぐ
り
抜
け
長
期
政
権
を
担
い
、

そ
の
功
績
は
誰
も
が
み
と
め
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

人
一
倍
健
康
に
注
意
を
払
い

常
に
李
下
に
冠
を
正
さ
ず
・
一

点
の
曇
り
も
な
い
精
神
で
こ
れ

ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
も
頷
け

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

但
し
、
や
が
て
卒
寿
を
迎
え

る
が
い
く
ら
自
身
は
元
気
だ
と

言
っ
た
と
こ
ろ
で
、
周
り
は
ど

れ
だ
け
納
得
す
る
の
か
疑
問
で

あ
る
。

高
齢
を
機
に

�

後
進
に
道
を
譲
る
べ
し

　

現
実
に
本
会
議
場
に
て
、
質

問
内
容
を
副
町
長
に
聞
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
耳
の
聞

こ
え
も
乏
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
事
も
事
実
で
あ
る
。

　

町
内
外
か
ら
も
全
国
最
高
齢

の
首
長
を
心
配
し
て
い
る
声
が

届
い
て
い
る
が
、
裏
を
返
せ
ば

議
会
の
不
甲
斐
な
さ
を
露
呈
し

て
い
る
こ
と
も
否
め
な
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

町
長
は
以
前
か
ら
自
分
の
後

継
者
は
育
て
な
い
と
主
張
し
て

い
る
が
、
当
町
の
よ
う
な
小
規

模
自
治
体
で
は
、
次
の
人
に
バ

ト
ン
を
ス
ム
ー
ズ
に
繋
げ
る
こ

と
が
肝
要
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。

答弁に立つ、小林町長

新規住宅造成で
公園緑地がないのはなぜか？

公園の維持、管理はたいへんなんだ町長

高
橋

 
い
ま
造
成
中
の
山
谷

団
地
で
中
永
寄
り
の
道
路
ま
で

の
用
地
を
ど
う
し
て
確
保
し
な

か
っ
た
の
か
。

　

公
園
緑
地
が
こ
の
地
域
は
な

い
。
遊
具
は
な
く
て
も
い
い
。

で
き
な
い
の
か
。

い
ま
新
た
に

楽
し
ま
れ
る
公
園
づ
く
り
を

�

計
画
し
て
い
る

町
長

 

造
成
の
用
地
は
や
っ

と
確
保
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
聞
い
て
い
る
が
、

こ
れ
か
ら
の
公
園
は
総
合
的
な

施
設
が
整
っ
た
な
か
で
利
用
す

る
と
い
う
ひ
と
つ
の
指
向
が
強

ま
っ
て
い
る
。

　
「
き
ら
り
の
森
」
が
そ
れ
だ
。

い
ま
ま
で
の
か
た
ち
で
は
子
供

さ
ん
た
ち
は
利
用
し
な
い
。

新
規
住
宅
造
成
で

　
　
公
園
緑
地
が
な
い

�

な
ぜ
か
？

当
初
予
算
目
玉
事
業

当
初
予
算
目
玉
事
業

予
算
審
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特
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委
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予
算
審
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会
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Q&A子育て応援宣言の意義は
定住促進や
出生率の向上につなげる

町長

仙海 直樹 議員

こ
と
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
お
金
は
、
必
ず
出
雲
崎
町

の
商
店
に
消
費
さ
れ
る
わ
け

で
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
も
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

あ
る
い
は
、
奨
学
金
の
返
還

支
援
の
拡
充
も
あ
っ
て
も
い
い

の
で
は
な
い
か
。

ご
意
見
は
受
け
止
め
対
応

町
長

 

今
、
議
員
さ
ん
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
が
あ
る

が
、
そ
う
い
う
面
を
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
な
が
ら
、
総
合
的

に
、
効
果
的
に
考
え
、
出
雲
崎

に
住
ん
で
み
た
い
、
本
当
に
移

住
し
て
み
た
い
と
い
う
よ
う
な

魅
力
を
作
り
Ｐ
Ｒ
を
す
る
こ
と

が
大
事
だ
と
思
う
。

　

ご
意
見
は
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
な
が
ら
今
後
に
向
け
対
応

し
て
い
く
。

仙
海

 

今
年
度
、
出
雲
崎
町

が
未
来
に
つ
な
ぐ
子
育
て
応
援

宣
言
を
す
る
意
義
は
何
か
。

持
続
可
能
な
町
づ
く
り

町
長

 

子
育
て
に
対
し
、
町

の
姿
勢
を
明
確
に
し
、
子
育
て

モ
デ
ル
を
見
え
る
化
す
る
。

　

持
続
可
能
な
町
づ
く
り
や
、

子
育
て
を
支
え
る
町
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
に
、
未
来
に
つ

な
ぐ
子
育
て
応
援
宣
言
を
行

い
、
定
住
の
促
進
や
出
生
率
の

向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
。

仙
海

 

ど
の
よ
う
な
子
育
て

応
援
す
る
の
か
。

町
長

 

子
育
て
応
援
宣
言
記

念
イ
ベ
ン
ト
や
、「
子
育
て
モ

デ
ル
」
の
冊
子
を
発
行
し
、
県

内
の
産
科
医
に
配
布
す
る
。

　

ま
た
、
観
光
施
設
等
に
Ｐ
Ｒ

看
板
を
設
置
し
た
り
、
越
後
交

通
の
バ
ス
の
車
外
広
告
を
掲
載

し
た
り
す
る
。

仙
海

 

新
た
な
施
策
は
何
か
。

宣
言
を
す
る
意
義
は

町
長

 

不
妊
不
育
医
療
費
助

成
事
業
や
、
産
前
産
後
の
サ

ポ
ー
ト
事
業
、
更
に
、
産
後
ケ

ア
事
業
の
３
つ
を
繋
ぐ
、
幸
せ

を
運
ぶ
青
い
鳥
総
合
支
援
事
業

を
展
開
し
て
い
く
。

仙
海

 

高
校
や
大
学
な
ど
に

進
学
す
る
際
の
支
援
策
と
い
う

も
の
は
何
か
考
え
ら
れ
て
い
る

か
。町

長

 

現
在
の
町
の
政
策
と

し
て
は
、
高
校
生
に
は
、
通
学

費
助
成
制
度
が
あ
る
。

　

ま
た
、
独
自
の
奨
学
金
制
度

も
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
有
効

に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

仙
海

 

町
奨
学
金
基
金
の
積

み
増
し
や
、
特
別
控
除
を
取
り

入
れ
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
支

援
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

町
長

 

特
別
控
除
の
件
も
協

議
会
で
聞
い
て
い
る
し
、
奨
学

子
ど
も
に
お
金
が
掛
か
る
時
期
に

町
奨
学
金
制
度
に
特
別
控
除
を

金
制
度
に
つ
い
て
も
柔
軟
に
対

応
す
る
よ
う
に
検
討
し
た
い
。

　

場
合
に
よ
っ
て
は
基
金
の
増

額
を
し
な
が
ら
十
分
対
応
し
て

い
き
た
い
。

仙
海

 

人
口
減
少
対
策
と
併

せ
て
、
東
京
圏
で
移
住
と
併
せ

子
育
て
応
援
宣
言
を
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く

町
長

 

新
た
に
東
京
で
、
新

潟
県
の
情
報
発
信
の
場
が
設
け

ら
れ
る
こ
と
を
聞
い
て
い
る
の

で
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
を
す
る
。
ま
た
、
東

京
出
雲
崎
会
の
席
上
で
も
Ｐ
Ｒ

を
行
い
た
い
。

仙
海

 

現
在
、
ふ
る
さ
と
就

職
支
援
商
品
券
を
月
１
万
円
発

行
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
も

の
の
金
額
を
上
乗
せ
し
て
や
る

人
口
減
少
対
策
と
し
て
考
え

�

Ｐ
Ｒ
を

更
な
る
追
加
支
援
で

Q&A部活動地域移行への
� 取り組みは

計画的に実施している町長

島  明日香 議員

島

 

近
隣
市
町
村
に
先

立
っ
て
、
運
動
部
活
動
の
地
域

移
行
が
地
域
の
指
導
者
に
よ
っ

て
稼
働
し
始
め
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

計
画
的
に
実
施
で
き
て
い
る

町
長

 

中
学
校
も
一
校
、
部

活
動
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
早

い
段
階
で
既
存
の
部
活
動
を
維

持
す
る
こ
と
で
ま
と
ま
っ
た
こ

と
か
ら
、
中
越
地
域
、
新
潟
県

内
で
も
先
行
事
例
と
な
っ
て
い

る
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

部
活
動
を
続
け
て
い
け
る
環
境

が
整
い
、
教
育
目
標
が
具
現
化

さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

島

 

運
動
部
活
動
で
は
、

野
球
部
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、

卓
球
部
が
あ
り
、
部
活
動
以
外

の
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
し
て
い
る

生
徒
も
い
る
が
、
文
化
部
活
動

当
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

文
化
部
活
動
の
種
類
を

�

増
や
し
て
ほ
し
い

に
つ
い
て
は
吹
奏
楽
部
の
み
で

選
択
肢
が
少
な
い
状
況
で
あ
る
。

運
動
を
苦
手
と
す
る
生
徒
の
た

め
に
も
文
化
部
活
動
の
種
類
を

増
や
す
考
え
は
あ
る
か
。

調
整
を
進
め
て
い
る
段
階

町
長

 

中
学
校
で
は
、
今
年

度
も
吹
奏
楽
部
の
み
の
募
集
を

か
け
る
こ
と
で
決
定
し
て
い
る
。

小
規
模
校
に
お
い
て
は
、
部
活

動
の
数
を
増
や
す
こ
と
は
各
部

の
活
動
人
員
を
減
ら
す
こ
と
に

つ
な
が
り
、
団
体
競
技
が
で
き

な
く
な
る
等
の
不
都
合
も
生
じ

る
の
で
、
慎
重
に
調
整
を
進
め

る
。

島

 

出
雲
崎
か
ら
歴
史
あ

る
も
の
が
次
か
ら
次
へ
無
く

な
っ
て
い
る
昨
今
、
出
雲
崎
お

け
さ
や
紙
風
船
づ
く
り
な
ど
、

後
世
に
遺
し
た
い
と
頑
張
っ
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
の
想
い

や
努
力
を
、
今
の
私
た
ち
が
無

駄
に
し
て
は
い
け
な
い
と
思
う
。

　

３
年
後
を
目
途
に
地
域
に
移

行
し
て
い
く
と
い
う
国
の
方
針

で
も
あ
る
が
、
今
精
一
杯
活
動

し
て
い
る
方
々
に
と
っ
て
３
年

間
は
非
常
に
も
っ
た
い
な
い
時

間
に
な
る
の
で
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

継
承
の
考
え
は
同
感

町
長

 

出
雲
崎
古
来
の
文
化

伝
統
が
、
後
世
に
語
り
継
が
れ

る
よ
う
な
状
況
を
し
っ
か
り
組

み
立
て
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え

て
い
る
。
教
育
指
導
要
綱
内
の

限
ら
れ
た
時
間
の
な
か
で
、
そ

れ
を
い
か
に
取
り
入
れ
て
い
く

か
が
課
題
と
な
る
。
学
校
教
育

と
合
わ
せ
、
地
域
と
し
て
文
化

伝
統
文
化
や
技
術
の

後
継
者
育
成
を
視
野
に
入
れ
た

�

部
活
動
を
！

伝
統
を
こ
ど
も
た
ち
と
ど
う
守

り
抜
く
か
と
い
う
こ
と
を
構
築

し
て
い
き
た
い
。

島

 

部
活
動
の
地
域
移
行

の
時
流
の
な
か
で
、
不
安
な
期

間
を
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
生
徒
や
保
護
者
、
先
生
方
や

地
域
の
指
導
者
の
方
々
に
、
子

育
て
応
援
宣
言
を
し
て
い
く
町

と
し
て
も
支
援
策
を
展
開
し
て

ほ
し
い
。

財
政
的
な
支
援
に
よ
り

�

ス
タ
ー
ト
し
て
い
る

教
育
長 

４
月
か
ら
３
つ
の
運

動
の
運
営
団
体
が
、
地
域
で
の

部
活
動
を
受
け
て
い
た
だ
け
る

と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
設
立
と

運
営
に
当
た
っ
て
は
、
町
か
ら

独
自
に
財
政
的
な
支
援
を
し
て

も
ら
い
、
ス
タ
ー
ト
で
き
た
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
の
応
援

も
あ
り
、
こ
の
機
運
の
な
か
で

教
育
委
員
会
も
町
内
外
の
団
体

と
連
携
を
深
め
て
い
き
た
い
。

町
独
自
の
支
援
策
は

小学校放課後こども教室の「おけさ教室」では、出雲崎おけさ
保存会の方々が親切に指導してくださっている。

子育て支援１番を目指す

当
初
予
算
目
玉
事
業

当
初
予
算
目
玉
事
業

予
算
審
査

特
別
委
員
会

予
算
審
査

特
別
委
員
会

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会

補
正
予
算
質
疑

補
正
予
算
質
疑

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

行
政
視
察

行
政
視
察

議
会
サ
ロ
ン

議
会
サ
ロ
ン

政
務
活
動
費
報
告

政
務
活
動
費
報
告

15 14い ず も ざ き  議 会 だ よ り い ず も ざ き  議 会 だ よ り令 和 ５ 年 4 月 2 5 日第 1 1 9 号 令 和 ５ 年 ４ 月 2 5 日第 1 1 9 号

一
般
質
問

一
般
質
問

令
和
５
年
度
予
算

令
和
５
年
度
予
算



Q&A町主導でオンライン診療の
普及促進を

無医村にならないよう
全力をあげるべき

町長

髙桑 佳子 議員

髙
桑

 

先
進
地
で
は
通
報
装

置
に
、
親
族
へ
の
安
否
確
認

メ
ー
ル
機
能
を
充
実
さ
せ
、
成

果
を
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
通

報
装
置
は
、
状
況
に
応
じ
て
65

歳
前
で
も
設
置
で
き
る
よ
う
に

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

十
分
対
応
し
て
い
く

町
長

 

高
齢
の
ご
家
族
に

は
、
子
ど
も
さ
ん
方
か
ら
、
感

謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
絆
を
深

め
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
補

完
は
町
が
全
力
を
あ
げ
て
や
っ

て
い
る
。

　

通
報
装
置
は
65
歳
未
満
で

あ
っ
て
も
、
健
康
状
態
や
世
帯

の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
設

置
を
検
討
し
て
い
く
。

メ
ー
ル
機
能
の
充
実
や

　
状
況
に
応
じ
た

�

通
報
装
置
の
貸
与
を

髙
桑

 

出
雲
崎
町
に
お
け
る

診
療
体
制
の
維
持
・
充
実
に
つ

い
て
は
、
か
ね
て
よ
り
危
惧
さ

れ
て
お
り
、
対
策
が
望
ま
れ
て

い
る
。

　

地
域
医
療
を
こ
れ
か
ら
も

守
っ
て
い
く
方
策
を
模
索
す
る

と
と
も
に
、
医
療
体
制
が
行
き

詰
ま
っ
た
と
し
て
も
、
町
民
が

継
続
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

体
制
を
整
え
て
お
く
事
が
必
要

と
思
う
。

　

町
主
導
で
安
心
な
信
頼
で
き

る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
普
及
促

進
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

町
長

 

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の

可
能
性
や
効
果
に
つ
い
て
、
私

は
若
干
疑
問
を
感
じ
て
い
る
。

そ
れ
以
前
に
僻
地
医
療
の
課
題

を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
や
県
も
進
め
る
方
針
で
あ

り
、
当
町
も
将
来
的
に
は
不
可

欠
な
サ
ー
ビ
ス
と
捉
え
て
は
い

る
が
、
国
や
県
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、
今
後
情
報
収
集
に

努
め
て
い
き
た
い
。

髙
桑

 

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は

地
域
の
医
療
体
制
に
代
わ
る
も

の
で
は
な
く
、
補
完
す
る
も
の

と
し
て
有
効
だ
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
都
市
部
で
は
若
い
方

の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
受
診
が

飛
躍
的
に
伸
び
て
い
る
。
忙
し

く
生
活
す
る
若
い
世
代
で
も
、

短
時
間
で
受
診
で
き
、
薬
を
処

方
し
て
送
っ
て
く
れ
る
の
で
手

軽
で
あ
る
。

　

町
が
安
心
で
き
る
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
先
を
推
奨
し
て
、
利
用

し
や
す
く
す
る
こ
と
は
子
育
て

世
代
へ
の
大
き
な
支
援
策
の
一

つ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

医
療
資
源
を
有
効
に
活
用
し

�

医
療
体
制
を
整
備
す
る

町
長

 

国
は
「
か
か
り
つ
け

医
」
の
医
療
制
度
を
確
立
す
る

方
針
を
出
し
て
い
る
が
、
当
町

は
将
来
的
に
無
医
村
に
な
る
可

能
性
が
十
分
あ
る
。
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
が
成
果
を
上
げ
ら
れ
る

か
、
私
は
疑
問
に
感
じ
て
お

り
、
無
医
村
に
な
ら
な
い
よ
う

に
全
力
を
あ
げ
る
べ
き
と
考
え

て
い
る
。

子
育
て
支
援
策
と
し
て
も

�

必
要
な
サ
ー
ビ
ス

髙
桑

 

今
冬
、
一
人
暮
ら
し

の
方
が
自
宅
等
で
亡
く
な
ら

れ
、
直
ぐ
に
は
発
見
さ
れ
な

か
っ
た
ケ
ー
ス
が
何
件
も
あ
っ

た
。
中
に
は
、
50
歳
代
60
歳
代

の
方
も
お
ら
れ
た
。

　

地
域
の
世
帯
数
・
人
口
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
し
て
の
繋
が
り
が
希
薄

に
な
っ
て
き
て
い
る
今
、
何
ら

か
の
方
策
が
必
要
と
思
う
が
、

現
在
の
見
守
り
体
制
に
つ
い
て

伺
う
。

町
長

 

当
町
の
高
齢
者
見
守

り
体
制
は
、
地
域
の
ご
近
所
の

結
び
つ
き
、
支
え
合
い
体
制
づ

く
り
の
強
化
を
中
心
に
、
民

政
、
児
童
委
員
に
よ
る
定
期
訪

問
、
住
民
と
接
す
る
機
会
の
あ

る
事
業
者
等
と
も
提
携
し
て
い

る
。
ま
た
、
高
齢
者
世
帯
に
は

各
機
能
を
備
え
た
緊
急
通
報
装

置
を
無
償
貸
与
し
て
対
応
し
て

い
る
。

Q&Aふるさと納税関係について
考えられる手法を使いながら
PRし、お願いする

町長

中
野

 

他
の
市
町
村
と
比
較

し
て
返
礼
品
が
少
な
く
、
町
内

や
町
外
の
皆
さ
ん
に
説
明
が
足

り
な
い
と
感
じ
る
。
ふ
る
さ
と

納
税
の
一
番
の
特
徴
は
、
納
税

で
は
な
く
寄
付
で
あ
り
、
過
疎

化
で
進
め
て
い
る
地
方
の
税
収

や
地
域
産
業
の
発
展
を
目
指
す

も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
令
和

２
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
利
用

者
は
全
国
で
400
万
人
を
上
回

り
、
気
軽
に
寄
付
で
き
注
目
さ

れ
て
い
る
。
当
町
に
お
い
て
も

町
外
か
ら
役
場
に
勤
務
さ
れ
て

い
る
方
で
寄
付
さ
れ
て
い
る
方

も
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
町
民

の
皆
さ
ん
に
ふ
る
さ
と
納
税
に

つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
き
町

外
に
い
る
親
戚
の
方
に
出
雲
崎

の
ふ
る
さ
と
納
税
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
考
え
を
伺
う
。

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

�

よ
う
に
努
め
る

町
長

 

た
だ
い
ま
議
員
の
お
っ

し
ゃ
る
と
お
り
、
本
当
に
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
ふ
る
さ
と
納
税

に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
く
、
そ
の
こ
と
が
ふ
る
さ
と

納
税
額
を
伸
ば
す
非
常
に
有
効

納
税
返
礼
品
の
拡
充
と

�

寄
付
に
つ
い
て

な
手
だ
て
と
い
う
ふ
う
に
考
え

て
い
る
。
広
報
の
中
で
紹
介
や

各
公
共
施
設
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
置
く
な
ど
し
て
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
目
に
触
れ
る
よ
う
に
考

え
る
。
３
月
18
日
東
京
出
雲
崎

会
総
会
に
私
の
ほ
か
職
員
２
名

が
ふ
る
さ
と
納
税
を
お
願
い
す

る
た
め
に
東
京
に
出
張
し
て
く

る
。中

野

 

現
在
返
礼
品
の
品
数

及
び
品
数
を
ど
の
よ
う
に
増
や

す
の
か
。

課
題
に
取
り
組
む

町
長

 

14
事
業
者
の
う
ち
58

品
数
で
、
取
扱
商
品
数
の
拡
大

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
１
番
の

課
題
と
考
え
て
い
る
。

　

来
年
度
は
全
国
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
手
が
け
て
い
る
専
門
業

者
か
ら
の
提
案
や
商
工
会
、
銀

行
な
ど
の
連
携
に
よ
り
ま
し

て
、
新
商
品
の
開
発
セ
ッ
ト
、

内
容
の
見
直
し
を
進
め
な
が

ら
、
出
雲
崎
産
の
農
水
産
物
も

活
用
し
な
が
ら
、
町
外
の
業
者

が
製
品
化
し
た
も
の
を
発
堀
し

な
が
ら
進
め
る
。

　

新
し
い
商
品
を
開
発
し
て
町

外
に
発
信
し
た
い
と
い
う
業
者

も
出
て
い
る
の
で
、
民
間
の
皆

さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
し
っ
か
り

駆
使
し
な
が
ら
売
り
込
む
こ
と

は
大
事
で
あ
る
。

　

商
品
開
発
に
対
す
る
町
の
姿

勢
を
十
分
反
省
し
な
が
ら
前
向

き
に
答
え
を
出
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

中
野

 

１
年
ご
と
の
ふ
る
さ

と
納
税
額
は
聞
い
て
い
る
が
、

令
和
５
年
度
の
目
標
額
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長

 

平
成
29
年
か
ら
６
年

間
の
実
績
等
を
十
分
勘
案
を

し
、
返
礼
品
の
状
況
等
を
考

え
な
が
ら
ふ
る
さ
と
納
税
額

２
５
０
０
万
、
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
を
１
５
０
万
、
あ
く

ま
で
も
過
去
と
現
状
を
考
え
ま

し
て
の
目
標
額
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
最

善
の
努
力
を
し
な
が
ら
行
動
し

て
い
く
。

中
野

 

令
和
２
年
度
に
２
７

８
５
万
円
寄
付
を
い
た
だ
い
て

い
る
中
で
今
年
度
末
現
在
で
は

１
６
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る

が
原
因
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

目
標
額
に
つ
い
て

内
容
分
析
す
る

町
長

 

今
、
行
っ
て
い
る
中

で
決
定
的
な
商
品
が
な
い
。
納

税
品
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
魅
力

等
が
欠
け
て
い
る
。

中
野

 

町
外
の
企
業
会
社
関

係
の
皆
さ
ん
に
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
を
し
た
い
と
町
長
は
過
去
に

述
べ
て
い
た
が
目
標
を
伺
う
。

町
長

 

先
ほ
ど
も
町
長
選
に

つ
い
て
の
去
就
を
確
か
め
ら
れ

ま
し
た
。
私
は
、
そ
う
い
う
意

味
で
確
か
に
90
歳
、
ギ
ネ
ス

ブ
ッ
ク
に
載
る
。
私
は
動
く
広

告
塔
と
し
て
、
そ
う
い
う
意
味

で
対
外
的
に
売
り
込
む
と
い
う

気
持
ち
で
あ
る
。

中
野

 

ぜ
ひ
そ
の
意
気
込
み

を
継
続
し
な
が
ら
町
民
の
皆
さ

ん
が
喜
ぶ
よ
う
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

働
く
広
告
塔
と
し
て

中野 勝正 議員

返礼品 出雲崎の輝き

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
画
面

高
齢
者
・
一
人
暮
ら
し
の
�

見
守
り
強
化
を

家
族
親
族
の
結
び
つ
き
が
大
切
、

�

補
完
は
町
が
全
力
で
や
る

町
長

当
初
予
算
目
玉
事
業

当
初
予
算
目
玉
事
業

予
算
審
査

特
別
委
員
会

予
算
審
査

特
別
委
員
会

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会

補
正
予
算
質
疑

補
正
予
算
質
疑

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

行
政
視
察

行
政
視
察

議
会
サ
ロ
ン

議
会
サ
ロ
ン

政
務
活
動
費
報
告

政
務
活
動
費
報
告
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一
般
質
問

一
般
質
問

令
和
５
年
度
予
算

令
和
５
年
度
予
算



安
心
で
き
る
地
域
医
療
の
確
保

　
　
　
　
　

安
心
し
て
当
町
に
住
め

る
要
件
に
、
医
療
は
重
要
度
が
高
く

今
後
の
生
活
に
不
安
を
抱
く
声
も
多

い
が
、
執
行
部
の
認
識
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

第
６
次
総
合
計
画

策
定
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

も
、
町
の
医
療
体
制
・
施
設
に
は
満

足
度
が
低
く
重
要
度
が
高
い
回
答
結

果
で
あ
る
。
４
月
に
は
町
内
で
の
歯

科
診
療
が
で
き
な
く
な
り
、
一
般
診

療
所
に
関
し
て
も
後
継
者
が
い
な
い

た
め
、
将
来
的
に
は
無
医
地
区
と
な

る
可
能
性
が
高
い
。
地
域
医
療
を
確

保
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
課
題

だ
と
認
識
し
て
い
る
。
具
体
的
な
支

援
策
を
検
討
す
る
よ
う
町
長
か
ら
知

事
に
対
し
て
強
く
要
望
し
て
い
た
だ

く
。
ま
た
、
県

や
長
岡
医
師
会

な
ど
の
関
係
機

関
と
連
携
を
強

化
し
、
環
境
整

備
を
含
め
安
心

し
て
医
療
が
受

け
ら
れ
る
体
制

を
維
持
し
た
い
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
残
さ
れ
な
い

�

町
の
取
り
組
み

　
　
　
　
　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

参
加
者
の
習
得
状
況
と
波
及
効
果
、

継
続
的
な
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
体
制

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　

昨
年
度
の
参
加
者
の

皆
さ
ま
に
は
好
評
で
、
１
回
で
は
習

得
で
き
な
い
た
め
次
回
も
参
加
し
た

い
と
い
う
声
を
多
く
い
た
だ
い
て
い

る
。
今
年
度
は
、
民
間
の
団
体
か
ら

講
師
と
な
っ
て
い
た
だ
き
、
２
回
程

度
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今

後
も
継
続
的
に
開
催
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
活
用

で
快
適
な
町
づ
く
り
を
任
務
と
し
た

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
追
加
募
集
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
空
き
家
バ
ン
ク
の
効
果

的
な
Ｐ
Ｒ
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
の
Ｐ
Ｒ
や
開
発
に
係
る
情
報
発
信

販
売
促
進
に
つ
な
が
る
サ
ポ
ー
ト
、

移
住
希
望
者
へ
の
対
応
を
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
内
容
で
募
集
を
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
活
動
の
な

か
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
内
容
に
も
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
と

考
え
て
い
る
。

非
常
事
態
で
の

 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
に

�

対
す
る
支
援

　
　
　
　
　

令
和
４
年
度
の
冬
季
、

大
雪
に
よ
り
交
通
渋
滞
が
発
生
し
、

そ
の
間
出
雲
崎
小
学
校
で
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
学
級

閉
鎖
や
学
校
閉
鎖
が
重
な
っ
た
。
当

町
に
は
食
料
支
援
は
な
く
、
県
の
支

援
を
希
望
し
た
く
て
も
大
雪
と
交
通

網
麻
痺
で
物
資
が
届
く
目
途
が
立
た

な
い
こ
と
か
ら
、
希
望
を
断
念
し
た

と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。
こ
の
よ
う

な
非
常
事
態
に
対
応
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　

小
釜
谷
集
落
で
停
電
に

な
っ
た
際
は
、
反
射
式
ス
ト
ー
ブ
、

簡
易
的
に
食
べ
ら
れ
る
物
等
の
災
害

支
援
物
資
を
お
届
け
し
た
。
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
に
関
し
て
は
情
報

が
入
ら
ず
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
い

た
め
、
緊
急
時
の
情
報
発
信
の
仕
方

民
生
委
員
や
社
会
福
祉
協
議
会
等
と

の
連
携
方
法
も
課
題
と
し
な
が
ら
、

今
後
は
す
ぐ
に
対
応
し
た
い
。

柏
崎
信
用
金
庫

�

出
雲
崎
支
店
の
移
転

　
　
　
　
　

現
在
の
建
物
の
老
朽
化

が
進
ん
だ
た
め
、
建
替
え
を
検
討
し

て
い
る
な
か
で
、
役
場
に
隣
接
し
て

建
築
す
る
案
が
信
金
内
部
で
浮
上
し

た
と
の
こ
と
。
旧
消
防
分
遣
所
の
前

の
ス
ペ
ー
ス
に
建
物
を
建
築
し
、
木

造
部
分
を
取
り
壊
し
て
駐
車
ス
ペ
ー

ス
に
し
た
い
と
お
話
を
い
た
だ
い
た
。

令
和
５
年
度
に
入
り
旧
分
遣
所
の
取

り
壊
し
を
実
施
、
同
年
12
月
頃
を
完

成
の
目
途
と
し
、
完
成
次
第
、
新
店

舗
で
の
営
業
を
開
始
し
た
い
と
伺
っ

て
い
る
。

出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　

様
々
な
ニ
ー
ズ

に
即
し
た
支
援
に
つ
な
ぐ
伴
走
型
相

談
支
援
と
経
済
的
支
援
で
あ
る
。
妊

娠
届
時
に
５
万
円
、
出
産
し
て
乳
児

訪
問
時
に
５
万
円
を
支
給
。
令
和
４

年
４
月
以
降
、
事
業
開
始
前
に
出
産

さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
経
過
措
置
と

し
て
10
万
円
を
一
括
支
給
す
る
。
支

給
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
相
談

及
び
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
が
条
件
で

あ
る
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
祝
金
と
の
差
別

化
、
国
の
方
針
に
よ
り
現
金
支
給
は

行
わ
ず
、
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
に
よ
り
支

給
を
行
う
。
財
源
に
つ
い
て
は
、
国

が
３
分
の
２
、
県
が
６
分
の
１
を
充

当
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

出
産
育
児
一
時
金

に
つ
い
て
は
、
新
年
度
か
ら
50
万
円

を
支
給
す
る
。
国
が
増
額
を
す
る
た

め
、
支
給
金
額
を
県
内
で
統
一
す
る
。

　
　
　
　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答

が
支
給
条
件
だ
が
、
そ
の
内
容
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。
町
で
出
産
や
子

育
て
を
し
て
い
く
う
え
で
、
可
能
な

範
囲
で
様
々
な
意
見
を
取
り
入
れ
ら

れ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

妊
娠
と
出
産
後

に
関
し
て
国
の
定
め
た
基
準
も
あ
る

が
、
町
独
自
の
内
容
も
追
加
し
て
い

き
た
い
。

高
橋
議
員

保
健
福
祉
課
長

加
藤
議
員

総
務
課
長

加
藤
議
員

総
務
課
長

島
議
員

総
務
課
長

総
務
課
長

子
ど
も
未
来
室
長

保
健
福
祉
課
長

小
黒
議
員

子
ど
も
未
来
室
長

出
雲
崎
町
奨
学
生
の

�

選
考
基
準
の
見
直
し

　
　
　
　
　

選
考
基
準
の
な
か
で
所

得
基
準
額
を
見
直
し
て
奨
学
金
を
借

り
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

　
　
　
　
　

要
件
緩
和
に
よ
り
受
給

者
数
が
増
加
す
る
と
、
基
金
の
積
み

増
し
や
受
給
者
の
選
抜
を
す
る
事
態

に
な
り
か
ね
な
い
の
で
、
最
適
な
方

法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず

は
、
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
や

新
潟
県
奨
学
金
に
申
し
込
み
を
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
情
報
提
供
を
行
い

こ
れ
に
該
当
し
な
か
っ
た
方
か
ら
本

町
の
奨
学
金
制
度
を
利
用
し
て
い
た

だ
く
流
れ
を
再
構
築
し
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
拡
充

　
　
　
　
　

国
の
方
針
で
返
礼
品
は

寄
付
金
の
30
％
で
あ
る
が
、
当
町
の

返
礼
品
拡
充
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。 　

　
　
　
　

令
和
４
年
度
（
令
和
５

年
１
月
末
現
在
）
で
、
１
６
０
０
万

円
程
度
の
寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
る

が
、
現
在
当
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
に

関
す
る
サ
イ
ト
は
、
魅
力
あ
る
商
品

の
紹
介
を
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い

状
況
で
あ
る
。
現
在
課
題
と
な
っ
て

い
る
取
扱
商
品
数
の
拡
大
、
丁
寧
な

紹
介
、
画
像
の
充
実
、
関
連
商
品
と

の
動
線
確
保
な
ど
専
門
業
者
か
ら
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
依
頼
す
る
。
ま

ず
は
、
魅
力
あ
る
サ
イ
ト
に
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
商
工
会
や
町
内
の

企
業
と
連
携
し
な
が
ら
新
商
品
の
開

発
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

農
業
法
人
の
設
立
に

�

関
す
る
構
想

　
　
　
　
　
　
　

現
段
階
で
の
骨
子

で
詳
細
な
部
分
は
、
今
後
農
業
者
や

Ｊ
Ａ
、
農
協
共
済
と
協
議
を
進
め
る

な
か
で
決
定
し
て
い
く
。

　

持
続
可
能
な
法
人
運
営
を
行
う
た

め
に
水
稲
生
産
を
中
心
に
、
園
芸
、

ド
ロ
ー
ン
等
機
械
を
活
用
し
、
法
人

が
必
要
と
す
る
技
術
・
人
材
を
育
成

す
る
。こ
の
法
人
が
取
得
し
た
技
術
・

人
材
は
、
将
来
的
に
は
町
外
の
作
業

も
受
託
で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
い

き
た
い
。

　

法
人
組
織
に
つ
い
て
は
、
町
内
全

域
の
農
地
を
対
象
と
し
、
下
地
区
、

中
地
区
、
上
地
区
に
分
類
し
て
、
そ

の
地
域
の
法
人
の
方
か
ら
作
業
を
お

こ
な
っ
て
い
た
だ
く
。
水
稲
＋
園
芸

＋
作
業
受
託
の
３
つ
で
収
益
の
安
定

を
図
れ
る
法
人
を
作
り
た
い
。

　

令
和
７
年
度
春
に
は
、
法
人
が
自

立
し
た
運
営
が
で
き
る
よ
う
進
め
て

い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

賛
同
さ
れ
る
農
業
者

等
々
で
、
実
際
に
法
人
化
し
た
組
織

を
研
修
し
に
行
く
こ
と
も
必
要
だ
と

思
う
。

　
　
　
　
　
　
　

検
討
委
員
会
の
委

員
報
償
の
み
予
算
計
上
し
て
あ
る
が

今
後
賛
同
す
る
農
業
者
等
か
ら
集

ま
っ
て
い
た
だ
き
視
察
の
要
望
が
あ

れ
ば
補
正
予
算
で
対
応
し
た
い
。

　
　
　
　
　

農
業
法
人
は
町
が
責
任

を
負
う
と
い
う
理
解
で
良
い
か
。
本

格
的
に
町
が
腹
を
据
え
て
取
り
組
む

の
で
あ
れ
ば
、
農
業
者
も
安
心
し
て

頑
張
れ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　

志
を
同
じ
く
す
る

農
業
者
が
集
ま
っ
て
収
益
を
上
げ
る

事
業
で
、
い
わ
ゆ
る
営
利
目
的
が
大

前
提
で
あ
る
た
め
、
町
が
直
接
経
営

に
は
関
与
し
な
い
。

　
　
　
　

補
助
金
や
設
備
あ
り
き
で

は
な
く
、
こ
の
窮
状
の
な
か
町
の
農

地
を
守
り
未
来
に
向
け
て
継
続
的
な

事
業
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
町
が

各
農
家
の
意
見
を
集
約
し
な
が
ら
確

実
に
法
人
と
し
て
運
営
が
で
き
る
形

を
作
り
上
げ
る
先
導
を
す
る
。
逃
げ

る
の
で
は
な
く
、
成
功
を
期
す
た
め

に
町
が
全
力
を
挙
げ
て
皆
さ
ま
に
ご

理
解
を
求
め
た
い
と
い
う
ス
テ
ッ
プ

を
始
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

令
和
４
年
度
の
降
雪
・
除
雪
状
況

　
　
　
　
　

降
雪
量
は
１
月
26
日
か

ら
５
日
間
で
115
㎝
を
観
測
し
た
。
除

雪
車
は
９
回
出
動
し
た
が
、
１
月
に

出
動
し
た
不
足
分
と
追
加
し
て
一
斉

出
動
５
回
分
の
経
費
約
１
５
０
０
万

円
を
補
正
予
算
で
先
決
し
た
。

　

最
低
気
温
は
１
月
24
日
に
マ
イ
ナ

ス
５
度
、
翌
日
マ
イ
ナ
ス
６
度
を
観

測
し
、
26
日
か
ら
配
水
量
が
通
常
の

１
・
５
倍
程
度
と
な
り
、
海
岸
地
域

で
約
50
件
、
西
越
地
域
で
約
17
件
の

漏
水
を
確
認
し
、
対
応
し
て
い
た
だ

い
た
。

　
　
　
　
　

漏
水
に
よ
り
水
道
代
金

が
10
万
円
単
位
の
出
費
に
な
る
町
民

が
い
る
と
聞
い
た
が
、
対
応
策
は
あ

る
か
。

　
　
　
　
　

予
測
で
き
な
い
不
慮
の

漏
水
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
通
常
使

用
さ
れ
て
い
る
量
、
例
え
ば
毎
月
20

㎡
使
わ
れ
て
い
る
お
宅
で
60
㎡
以
上

の
検
針
値
が
出
た
場
合
に
は
、
減
免

措
置
の
制
度
が
あ
る
の
で
、
ご
相
談

い
た
だ
き
た
い
。

今
後
の

�

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
　
　
　
　
　
　

令
和
５
年
度
の
１

年
間
は
、「
特
例
臨
時
接
種
」
の
実

施
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
に
よ
り
接

種
を
継
続
し
、
費
用
は
無
料
と
す
る
。

集
団
接
種
で
行
い
、
対
象
者
全
員
に

接
種
日
と
受
付
時
間
を
指
定
し
、
接

種
券
を
順
次
発
想
す
る
予
定
で
あ
る
。

仙
海
議
員

教
育
課
長

中
野
議
員

総
務
課
長

産
業
観
光
課
長

小
黒
議
員

産
業
観
光
課
長

中
野
議
員

産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長

町
長

総
務
課
長

高
橋
議
員

建
設
課
長

保
健
福
祉
課
長

ふるさと納税返礼品カタログ

町の除雪作業の様子 移転予定の柏崎しんきん

全
員
協
議
会  

１
月
〜
3
月
開
催
分

全
員
協
議
会
は
議
案
の
審
査
又
は
議
会
の
運
営
に
関
し
、
協
議
ま
た
は
調
整
を
行
う
た
め
の
場
で
す
。

行
政
内
容
あ
る
い
は
、
提
出
議
案
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
も
の
か
ら
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
予
算

当
初
予
算
目
玉
事
業

当
初
予
算
目
玉
事
業

予
算
審
査

特
別
委
員
会

予
算
審
査

特
別
委
員
会

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会

補
正
予
算
質
疑

補
正
予
算
質
疑

一
般
質
問

一
般
質
問

全
員
協
議
会

行
政
視
察

行
政
視
察

議
会
サ
ロ
ン

議
会
サ
ロ
ン

政
務
活
動
費
報
告

政
務
活
動
費
報
告
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全
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協
議
会

令
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５
年
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予
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全
員
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議
会

令
和
５
年
度
予
算



２
月
６
〜
７
日

福
島
県
柳
津
町

こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て 
行
政
視
察
報
告

議会サロン今後の予定
町議会では、町民の皆さま
のご意見・ご要望等をお聞
きする『議会サロン』を開
催しています。担当議員２
名が皆さまをお待ちしてい
ます。ぜひ、お越しくださ
い。

議会サロンで様々な意見をいただきました。
8月～10月中 計3回

Uターンの
高齢者の仕事場を
　　　　　考えて。

倒木が多かったが、国有地や町有地の枯れ枝や
支障木をきれいにしてほしい。

謎解きイベントは
良かったが、受け入れる
町側として、対応に
　　工夫が欲しかった。

出まえ議会の
時期やテーマを
検討しては。

　　デマンド交通で
　　近隣のスーパーに
　買い物に行けるように
　　　　できないか。

観光ＰＲに力を入れ、
町全体でおもてなしが
できる体制整備をして
欲しい。

開催日 時間 場　　所 担当議員

5月20日（土）

午前10時
～正午

妻入り会館 髙桑 佳子 小黒 博泰

6月25日（日） ホッと情報館
陽だまり 島 明日香 高橋 速円

※�多世代交流館きらりや新津邸等での開催は決定次第ご案内いたします。

（単位：円）令 和 ４ 年 度   政 務 活 動 費 報 告

月額5,000円×令和４年度活動月数（12カ月）で交付

議 員 氏 名 交 付 額
支　出　内　訳

合　計 返 納 金
調査研究費 研修費 資料購入費 事務費

三 輪 　 正 60,000 0 0 53,172 12,580 65,752 0
加 藤 修 三 60,000 0 0 33,240 21,001 54,241 5,759
仙 海 直 樹 60,000 0 0 22,072 41,181 63,253 0
高 橋 速 円 60,000 0 0 48,000 12,880 60,880 0
中 野 勝 正 60,000 0 0 18,372 12,580 30,952 29,048
髙 桑 佳 子 60,000 10,000 15,000 25,562 12,880 63,442 0
宮 下 孝 幸 60,000 0 0 50,030 19,259 69,289 0
石 川 　 豊 60,000 0 83,480 12,722 11,880 108,082 0
小 黒 博 泰 60,000 0 0 18,372 12,880 31,252 28,748
島 　 明 日 香 60,000 0 700 4,070 13,804 18,574 41,426

町
の
概
要

　

柳
津
町
は
、
福
島
県
の
西
部
に
位
置

し
、
日
本
海
側
内
陸
の
地
域
で
、
町
を
横

切
る
只
見
川
に
沿
っ
て
Ｊ
Ｒ
只
見
線
や
国

道
252
号
が
走
る
風
光
明
媚
な
町
で
当
町
と

は
姉
妹
都
市
で
あ
り
、
面
積
は
当
町
の
４

倍
の
１
７
５
，８
㎢
、
86
％
が
林
野
で
あ

り
、
主
な
産
業
は
農
林
業
、
観
光
、
人
口

は
３
，０
３
４
人
、
高
齢
化
率
46
・
47
％

（
令
和
５
年
１
月
末
）。

研
修
内
容

　

人
口
が
減
少
し
人
口
構
成
は
逆
三
角

形
、
若
年
極
小
、
中
年
小
、
高
齢
者
大
と

今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
、
前
例

の
な
い
時
代
に
ど
う
す
る
か
？
町
の
今
の

課
題
や
、
将
来
予
想
さ
れ
る
課
題
に
対
し

て
、
デ
ジ
タ
ル
専
門
の
責
任
者
を
置
き
、

素
早
い
情
報
の
共
有
が
可
能
な
Ｌ
ｏ
ｇ
ｏ

チ
ャ
ッ
ト
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
議
会
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
導
入
、
初
心
者
向
け
ス
マ
ホ
教
室
、

保
育
所
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
々
で
の
情
報
発

信
や
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
将

来
を
見
据
え
18
歳
以
上
50
歳
以
下
の
町
民

か
ら
な
る
ミ
ラ
イ
ツ
ナ
ガ
ル
会
議
、
地
球

温
暖
化
防
止
実
行
計
画
、
近
隣
町
村
と
の

連
携
に
よ
る
奥
会
津
地
域
へ
の
移
住
定
住

等
々
へ
の
取
り
組
み

●
会
津
柳
津
駅
の
利
活
用
に
つ
い
て
は

　

只
見
線
の
会
津
柳
津
駅
は
平
成
5
年
に

無
人
化
と
な
り
以
降
、
行
政
、
観
光
協
会

や
駅
を
守
る
会
な
ど
に
よ
り
駅
周
辺
の
美

化
活
動
、
駅
舎
の
清
掃
し
維
持
管
理
に
努

め
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
町
へ
駅
舎
が
譲
渡

さ
れ
駅
前
で
の
イ
ベ
ン
ト
、
駅
舎
内
で
の

コ
ン
サ
ー
ト
、
写
真
展
示
が
実
施
さ
れ
、

令
和
5
年
度
の
に
お
い
て
は
、
国
か
ら
の

補
助
金
で
駅
舎
改
修
工
事
、
駅
舎
内
に
会

津
の
民
芸
玩
具
赤
べ
こ
工
房
の
設
置
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
今
あ
る
課
題
や
将
来
予

想
さ
れ
る
課
題
に
対
し
て
、
デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
等
を
活
用
し
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く

り
等
を
進
め
て
い
る
。

所
見

　

こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
等
に
つ
い
て
、

一
般
的
な
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
し
柳

津
町
の
現
在
、
将
来
の
活
動
内
容
が
具
体

的
に
表
現
さ
れ
て
い
た
。
当
町
も
積
極
的

に
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
す
べ
き
で
あ

る
。

●
会
津
柳
津
駅

　

無
人
駅
に
な
っ
た
会
津
柳
津
駅
の
利
活

用
に
つ
い
て
、
多
く
の
町
民
や
行
政
観
光

協
会
が
一
丸
に
な
っ
て
周
辺
美
化
、
ト
イ

レ
や
駅
舎
の
維
持
管
理
に
努
め
駅
の
利
活

用
は
す
ば
ら
し
く
出
雲
崎
駅
も
無
人
化
に

な
っ
た
今
、
会
津
柳
津
駅
の
利
活
用
は
大

い
に
参
考
に
な
っ
た
。

�
（
加
藤
修
三
） 

　
　

２
・
６
～
７　
柳
津
町
行
政
視
察

	�


→
詳
細
は
ｐ
20

　
　
９	

議
会
運
営
委
員
会

　
　
16	

第
２
回
全
員
協
議
会

	�


→
詳
細
は
ｐ
18
〜
19

	

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
22	

第
74
回
定
期
総
会
（
新
潟
市
）

　
　
25	

議
会
サ
ロ
ン
（
陽
だ
ま
り
）

３
・
１	

議
会
運
営
委
員
会

　
　
10	

３
月
定
例
会
招
集
日

	�


→
詳
細
は
ｐ
８
〜
９

	

議
会
報
特
別
委
員
会

　
　
13	

社
会
産
業
常
任
委
員
会

	

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
14	

３
月
定
例
会
一
般
質
問

	�


→
詳
細
は
ｐ
10
〜
17

　
　
15	

予
算
審
査
特
別
委
員
会

	�


→
詳
細
は
ｐ
２
〜
７

　
　
17	

議
会
運
営
委
員
会

	

３
月
定
例
会
最
終
日

	�


→
詳
細
は
ｐ
８
〜
９

	

第
３
回
全
員
協
議
会

	�


→
詳
細
は
ｐ
18
〜
19

	

社
会
産
業
常
任
委
員
会
視
察

　
　
25	

議
会
サ
ロ
ン
（
妻
入
り
会
館
）

　
　
30	

議
会
報
特
別
委
員
会

４
・
４	

議
長
会
議
（
新
潟
市
）

　
　
7	

議
会
報
特
別
委
員
会

　
　
14	

議
会
報
特
別
委
員
会

　
　
22	

議
会
サ
ロ
ン
（
陽
だ
ま
り
）

議
会
の
う
ご
き

（
主
な
も
の
）

（
令
和
５
年
２
月
～
４
月
）

令
和
５
年
度
予
算

令
和
５
年
度
予
算

当
初
予
算
目
玉
事
業

当
初
予
算
目
玉
事
業

予
算
審
査

特
別
委
員
会

予
算
審
査

特
別
委
員
会

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会

補
正
予
算
質
疑

補
正
予
算
質
疑

一
般
質
問

一
般
質
問

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

行
政
視
察

議
会
サ
ロ
ン

政
務
活
動
費
報
告
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政
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議
会
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令
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５
年
度
予
算
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表
紙
小
話

の

　
小
木
ノ
城
の
花
桃
が
、
今
年
は
例

年
よ
り
一
週
間
ほ
ど
早
く
、
開
花
し

ま
し
た
。
可
憐
な
白
や
薄
桃
色
の
花

は
、
芽
吹
き
始
め
た
柔
ら
か
な
薄
緑

色
の
な
か
で
、
別
世
界
の
よ
う
な
癒

し
の
空
間
で
す
。

　
相
田
の
道
山
出
身
の
方
が
、
住
む

人
が
い
な
く
な
っ
て
も
、
美
し
い
ふ

る
さ
と
を
守
り
た
い
と
、
７
年
ほ
ど

前
か
ら
毎
年
植
樹
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
小
木
ノ
城
保
存
会
の
皆
さ
ん
が

一
緒
に
整
備
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
小

木
ノ
城
山
頂
ま
で
、
広
範
囲
に
見
所

が
何
カ
所
も
あ
り
ま
す
。
植
え
た
あ

と
も
、
剪
定
や
草
刈
り
に
肥
料
や

り
、
毎
年
美
し
い
花
を
咲
か
せ
た
い

と
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
今
は
、
一
緒
に
整
備
に
参
加
し
て

く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
と

の
こ
と
で
、
そ
の
「
看
板
」
に
も
深

い
小
木
ノ
城
愛
を
感
じ
ま
す
。
お
話

を
伺
い
、
地
元
を
大
切
に
さ
れ
る
思

い
に
心
打
た
れ
ま
し
た
。

（
髙
桑
佳
子
）

んみ な の 声

編

集

後

記

　
委
員
長
　
　
髙
桑 

佳
子

　
副
委
員
長
　
石
川 

　
豊

　
委
　
員
　
　
仙
海 

直
樹

　
委
　
員
　
　
小
黒 

博
泰

　
委
　
員
　
　
島 

明
日
香

　
３
月
定
例
会
が
閉
会
し
、
令
和
５

年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
も
、
２

ペ
ー
ジ
３
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
議
決
さ

れ
、
い
よ
い
よ
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

「
未
来
へ
つ
な
ぐ
子
育
て
応
援
宣
言

の
ま
ち
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

始
動
し
て
い
ま
す
。

　
０
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
保
育
料
の

無
償
化
、
18
歳
ま
で
の
医
療
費
の
助

成
を
始
め
、
２
年
目
と
な
る
出
雲
崎

町
公
設
学
習
塾
「
ま
ち
塾
」
の
継
続

実
施
等
々
、
子
育
て
環
境
の
充
実
を

図
り
、
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
に
注

力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
も
一
時
期
に
比
べ
て
落

ち
着
き
を
見
せ
て
き
て
お
り
、
感
染

対
策
に
注
意
を
払
い
つ
つ
、
伝
統
行

事
な
ど
の
復
活
に
期
待
が
持
て
ま
す
。

　
春
眠
暁
を
覚
え
ず
と
言
い
ま
す
が

寒
い
冬
で
硬
く
な
っ
た
体
を
ほ
ぐ
す

に
は
十
分
な
睡
眠
を
と
る
こ
と
も
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
体
調
を

整
え
、
コ
ロ
ナ
禍
で
失
わ
れ
た
３
年

の
月
日
を
取
り
戻
す
べ
く
、
大
い
に

躍
動
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

（
石
川
　
豊
）

議
会
報
特
別
委
員
会

ボランティア募集中看板

く
町
政
の
努
力
を
感
じ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
出
雲

崎
町
の
よ
り
良
い
町
づ
く
り

と
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

小
学
校
に
入
学
し
、
当
時
私

の
学
年
は
28
人
で
し
た
。
我

が
国
全
体
と
し
て
出
生
数
が

大
き
く
減
少
し
て
い
る
の
に

対
し
、
15
年
以
上
前
か
ら
少

子
化
を
進
行
さ
せ
な
い
、
さ

ら
に
は
状
態
を
良
く
し
て
い

　
　
　
は
現
在
寺
子
屋
教
室

　
　
　
を
通
し
て
町
内
の
小

学
生
と
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、

１
学
年
の
人
数
が
30
人
前
後

で
あ
る
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

私
は
２
０
０
６
年
に
出
雲
崎

私

大 矢 永 遠

川東団地
おお　 や　　と　　わ

さん

多子化へ


